ゲンチャでカビラ by 高橋 誠一 & Takahashi Seiichi
ゲンチャでカビラ
著者 高橋 誠一
雑誌名 百材
巻 39
ページ 3-4
発行年 2003-06
URL http://hdl.handle.net/10112/4309
初日3年6月20日
ゲンチャでカビラ
高橋
誠
肌が染まるほどに濃厚な緑色が、左右に広がっている。
その中を、
スロットルをやや開き気味にして走っていた
。
車はほとんど通らない。
思わず口をついて歌が出てくる。
ヰオ
風に乗って背後へ流れて行く歌
は、』
もちろん「涙そうそ
う」である。
石垣島出身のビギンと夏川りみの歌である。
ついでながら言えば、この夏
、彼女と一緒に写真を撮
ってもら という幸運に恵
まれた。
そんな次第で、
リ
百
イの紅白出場が決まったときは、うれしかった。
はっき
り言って自慢である。学生諸君から「またまた自慢話ですか」と笑われる ろうけれど
、
それに対し
ては「
ご
第三十九号
めん」と言うしかない。
さて、二OO二年八月初旬、石垣島のことで
ある。
石
垣の沖縄県立図書館八重山分館長で詩人 もある砂川哲雄氏にいろいろ教えてもらい、氏の紹介で石垣市立八重山博物館の得能書美氏にも会って 琉球に関する質問に応じてもらった。
砂川氏との出会いは、絵本作家・版画
家の儀間比日志 から「八重山へ行ったらぜひ会われたらよい。手紙を出してお たから」との紹介によるものである。
(3) 
図書館を出て、レンタバイクの庖に入った。
庖
主の青
年が、あれっという目で筆者を見た。
実はこの年の一月
四日にもこの庖を利用したのだが、
そのときのことを彼
は思い出してくれたらしい。ちょっと話を整理しておくと、筆者はこの数年来、琉
球の歴史地理に入れ込んでいる。
首里や唐栄久米村のこ
とを論文に書いて るうちに、琉球 格子状集落にも興味をいだくようになり、あの塙保己一の曾孫である塙忠雄氏が所蔵していた明治期の古地図の残る八重
山の集落
復原をめざしていた。
幸いにして四月から関西大学園内
研究員の恩恵に浴すること なっ た で、
それに先
立って正月に八重山 回っ 。
レンタカーで回りた
いが免許はない。
だから青年の庄で自転車を借りて、石
垣、平得、真栄里、大浜、宮良、白保を回ったが 宮良湾沿岸の起伏がきっくて息が切れた。
この日の移動距離
は三十キロを越えた。
正月にもかかわらず汗ばんで帰つ
てきたおじさん 姿 印象的であったのであろう
今回は原付バイクを借りることにし
た。
五月に娘たち
が原付の免許を取得して 我 家に 二台 バイクが置かれることになっ が、どうしても乗りた なってしまう。
でも無免許で捕まったらさすがに具合が悪いであろ
うから、一所懸命に受験勉強をして六月に原付の免許を取得していたのである。
そんなことを話したら、青年は
「まだ慣れ おられないでしょうから、目立つ色 しましようね」と言って 黄色のディオを選んでくれた。
冒頭の場面にもどる。
市街地から十五キロ
ほど離れた
川平(かびら)へ向かっ
た。
川平の復原をするため
どうしても現地で旧道や井戸の場所を確認しな
け
ヲ」み品
、
tl ればならなかったか である。
「ゲンチャでカビラ」と
いうフレーズが浮かび、絵にな なあとの自己満足に浸りながらの道であった。
川平に着いて、かつての村番所
敷地にある川平駐在所に入 。
歴史にくわ
しい人を紹
(4) 第三十九号
キ
オ
百
り一面に泡盛の香りが立ち込めているように感じたが、あ いは気のせいであったかもしれない。介してほしいと思ったからである。
名刺を交換して調査の目的を話すと、
新里正一巡査部
長は「まず、
先 生 。
ドラゴンフル
ーツがあるけれど食べ
ま す か ? 」 。
丁重に遠慮す
る と 、
「おいしいですがねl」
と残念そうな顔をして、
早速いろんな人に電話をしてく
だ さった。
ところが古いことをよく知っているという古
老 は 、
畑に出ていたり入院中とかで
つかまらない。
そ
2003年6月20日
こで駐在所を出て、
「この人は暇だから教
えてもらいな
さ い 」
と「かびら観光交通」専務の宮良直全氏に引渡し
て 、
パト
ロ ー
ル
に出発。
富良氏は「暇じゃな
いけどよ
- 」 と 言 い な が ら も 奥 さ ん と 一 緒 に 、
古 い 道 や 井 戸 、
し て 祭 り の ル l ト な ど に つ い て 教 え て く だ さった。
あた
おかげで川平の旧景観が理解できるようになって、
そ
の後はバイクで集落を回った。
たしかに古い道路の痕跡
が列状の畑地として残っている。
井戸を 指 標 と し て の 景
石垣島フルストパル遺跡にて(2002. 8 .10) 
観 復 原 も 可 能 に なって、
市街地 へ 戻 る こ と に し た 。
今度はビギンの「島人ぬ宝」を口ずさみつっ走 てい
ると、
猛追してくるパトカーに気づいた。
原付の制限速
度 は た し か 三 十 キ ロゃったなあと確認し、
道路の左側を
行儀よく走っていたが、
パトカー は 前 に 回 り こ ん で 停 車
を命じた。
降りてきた新里さん、
「先生、
これ食べるさ
-」
と言って、
熟したパイナップルを下
さった。
「大丈夫でしたか」との青年の声に迎えら
れてバイク
を返
し
ホ テ ル へ 戻った。
リュックにパイナップルの汁
がしみこんでいた。
ぬらしたタオルで拭いながら
ゃ
っ
ばり八重山はいいなあと、
し み じ み 思
った。
べつ に 妻 や
娘たちの目を盗んだわけではないけれど、
ホテルの女性
にパトカーに追いかけられた話をすると、
「あのお巡り
さん、
本島から来た人で、
お 客 さ ん に 食 べ 物 を あ げ る の
が好きということで有名な人です。
大体、
川
平に来るお
巡りさん、
ああいう人が多いみたいですよ」
と 言 う 。
な
るほどと納得した。
あ れ ほ ど 美 し い 川 平 に 住 ん だ ら 、
誰
だって親切になるさ ! と も 思った。
そ
